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創出と活用の具体的方法、中部地域の事例について

中部局地域活性化に係るJ-クレジット制度活用支援事業実施機関

株式会社ウェイストボックス
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

J-クレジット制度について
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 温室効果ガス（CO2）削減量や吸収量を、国が排出権「J-クレ
ジット」として認証し、売買。

 地球温暖化対策に関する国の重要施策の一つ。

省エネ設備や
再エネ活用で
CO2を削減

適切な森林
管理でCO2
を吸収

温暖化対策に
貢献したい企業
や個人が購入
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

中部局地域活性化に係るJ-クレジット制度活用支援事業
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（１）地域活性化のクレジット活用支援

（２）制度説明会

（３）地域ネットワークの維持・拡大

（４）地域経済活性化のクレジット創出支援

（５）その他

執行機関：中部経済産業局エネルギー対策課

実施機関：㈱ウェイストボックス

委託

＜実施体制＞

※一部、一般社団法人循環資源再生利用ネットワークに再委託
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

（４）地域経済活性化のクレジット創出支援
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①創出支援

カーボン・オフセットに利用する中部産ＣＯ２クレジットの安定的な
確保に向け、平成３０年度中にＪ－クレジット制度認証委員会への
申請が見込まれる小規模なプロジェクトをとりまとめたプロジェクト
（プログラム型プロジェクト）の創出支援（プロジェクト発掘支援・プ
ロジェクト計画書作成支援・モニタリング報告書作成支援・国内ク
レジットPJ移行支援）を行う。

②Ｊ－クレジット制度のＰＤＤ作成勉強会の開催

作成が自社で出来るようになるための出前授業を要望に応じて実
施する。
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（全体概要）
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1. 確認

 制度に参加できるかを確認。実施するCO2削減プロジェクトに該当する方法論があるかど
うか。無料支援を使うのであれば、条件に合致するかどうか等。

2. プロジェクト計画書の作成

 導入設備について、モニタリング項目特定、削減量の計算等。方法論に沿ってプロジェクト
計画書を作成する。

3. 審査（妥当性確認）

 プロジェクト計画書の内容が妥当かどうか第三者の審査を受ける。

4. 計画登録

 認証委員会にプロジェクト計画の登録申請をし、承認される。

5. モニタリング

 計画に基づき、特定した活動量のデータを取得・保管。

6. モニタリング報告書の作成

 取得したモニタリングデータから削減量を算定する。

7. 審査（検証）

 モニタリング報告書の内容について検証を受ける

8. 認証

 認証委員会にモニタリング報告書を提出し、認証される。クレジットの発行。
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（詳細）
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 確認
 実施するCO2削減プロジェクトに該当する方法論を確認。

 方法論の適用条件や取得必要データについて確認する。

 書類作成支援や審査費用支援を使う場合は条件を確認。

・２年前以降に実施されたプロジェクトか？

・設備導入にあたり補助金の利用は？

・投資回収年数は3年以上あるか？

・年間削減量の目安は？（支援を使う場合、中小
企業かつ100t以上必要）

・方法論の適用条件を満たしているか？

→更新プロジェクトの場合、設備更新は法定耐用
年数の2倍以内での交換か？（旧設備の設置時
期の把握）

→バイオマスプロジェクトの場合、未利用の素材
だったことを証明できるか？

→太陽光のプロジェクトは自家消費している分を
把握できるか？

例えば… ここで方法論
を確認

（出典）J-クレジット制度 HPより
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（書類編）
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1. 確認
 無料の書類作成の支援を受ける場合→条件を確認してOKであれば、『書類作成支援申請書』

を制度事務局に提出

2. プロジェクト計画書の作成
 『プロジェクト計画書』を作成

 その後、無料の審査費用支援を受ける場合 『審査費用支援申請書』を制度事務局に提出

3. 審査（妥当性確認）
 審査機関と業務委託契約を結び、審査を実施

4. 計画登録
 認証委員会へ提出するため、『プロジェクト計画書』『妥当性確認報告書』『プロジェクト計画登

録申請書』『誓約書』を制度事務局に提出

5. モニタリング

6. モニタリング報告書の作成
 『モニタリング報告書』を作成

 無料の審査費用支援を受ける場合、『審査費用支援申請書』を制度事務局に提出

7. 審査（検証）
 審査機関と業務委託契約を結び、審査を実施

8. 認証
 認証委員会に審議かけるため『モニタリング報告書』『クレジット認証申請書』『検証報告書』を

制度事務局に提出
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（詳細）

8

 プロジェクト計画書の作成

 計画書の作成に必要な資料を収集し、算定、必要情報を記載する。

（更新前後の設備の仕様書、実施前後のエネルギーデータ、燃料単価、

設備投資額の分かる書類、設備の設置図面、計測器等）

プロジェクト計画書 サンプル （出所）J-クレジット制度 HPより
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（詳細）
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 プロジェクト計画書の作成

 方法論の計算式に沿って削減量を計算する。取得した個別の活
動量データをもとに、モニタリング報告書別紙に記載する。

プロジェクト計画書別紙 サンプル （出所）J-クレジット制度 HPより

⚫ 基本的な考え方

⚫ 排出削減量（クレジット）＝ベースライン排出量 – プロジェクト実施後排出量

※ベースライン排出量とは…プロジェクト
を実施しなかった場合に、古い設備を使
い続けた時の排出量

方法論の計算式を入れる

個別の活動量・効
率データを入れる

発熱量や排出係数のデフォ
ルト値は制度文書を確認する
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出plus
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⚫ プロジェクト計画書（PDD）の作成勉強会のご案内
 ケーススタディをもとに方法論に沿った削減量の算定

 実際のプロジェクト計画書の書き方およびポイントを勉強

より詳しいプロジェクト計画書の作成方法を知りたい方は…

 今年度の中部局のソフト支援事業の中で『3社』実施します（先着順）

 出前講座として委託事業者（ウェイストボックス）が貴社にうかがいます。

 実施は貴社数名の参加から可能。

 応募条件は実際に設備導入可能性のある事業者

（中小企業、大企業、自治体等どなたでもけっこうです。）

※直近に具体的な設備導入計画がなくても制度への興味関心があればOK

 応募方法：必要事項を明記のメールにてご連絡下さい。
件名：J-クレジット制度PDD作成勉強会

必要事項：貴社名、住所（実施場所）、連絡担当者氏名、連絡先（電話：メール）、

具体的に希望する方法論（あれば）

申込先： info@wastebox.net （委託事業者：株式会社ウェイストボックス）

mailto:info@wastebox.net
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クレジット創出の流れ（詳細）
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 計画登録

 審査完了後、以下の書類に捺印をして、妥当性確認報告書と合わせて電
子データにて提出する。

 認証委員会の開催頻度は約2カ月に1回、提出締め切りは約1か月前

（出所）J-クレジット制度 HPより

プロジェクト計画書 プロジェクト登録申請書 J-クレジット制度利用に係る誓約書
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出の流れ（詳細）
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 認証

 モニタリング報告書の審査完了後、以下の書類に捺印をして、検証報告
書と合わせて電子データにて提出する。

 認証委員会の開催頻度は約2カ月に1回、提出締め切りは約1か月前

（出所）J-クレジット制度 HPより

モニタリング報告書 認証申請書

←プロジェクト実
施者の捺印

←クレジット保有
者の捺印

←クレジット発行
量を記載

※認証委員会後、１～２
日程度で指定のクレジッ
ト口座にクレジットが発行
される。

※2週間程度で、プロジェ

クト実施者に認証証が送
付される。
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジットの販売
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 クレジットの販売手段は、入札もしくは相対取引

 入札
 メリット…まとめて簡単に売却できる。流通経費がかからない、

 デメリット…価格や数量は調整できない。売却タイミングが不定期（少ない）

 相対取引（プロバイダー仲介の場合）
 メリット…事務的（売買契約等）の手間が少ない。好きな量、好きなタイミングで販売可能。

 デメリット…流通経費がかかる。
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出のメリット
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 メリット
 自社のCO2削減活動が国の制度で認証される

 環境対策に積極的な企業としてアピールできる

 CO2削減量をクレジットとして販売できる（売却益）

 デメリット
 申請のための書類等の準備、作成が必要（事務手続き労力）

 クレジットを売却した場合、省エネ法で調整後排出量として加算す
る必要がある（ダブルカウント防止の措置）
※報告時に無効化または移転通知書等を添付する。

 クレジットを売却した場合、CO2削減の環境価値や再エネ価値を
主張できなくなる。

移転量は負の値で記載。

他者へ移転した量は加算。
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クレジット創出（事例①井上工務店）
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

クレジット創出（事例②有限会社ヤマト）
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

中部地区プロジェクト登録実績（１）
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事業者名 事業場所 方法論 ＣＯ２削減量
見込（ｔＣＯ2/年）

名古屋市
（プログラム型）

愛知県名古屋市 太陽光発電設備の導入
(国内クレジットからJ-クレジットへの更新）

1600

福玉精穀倉庫(株) 愛知県小牧市 倉庫における照明設備の更新（LED化） 70

玉三屋食品(株) 愛知県名古屋市 食品工場における照明設備の導入（LED化） 30

(株)カケン 愛知県名古屋市 公衆浴場における照明設備の更新（LED化） 80

福玉(株) 愛知県丹羽郡大口町 倉庫における太陽光発電設備の導入 120

医療法人同仁会 愛知県春日井市 養護老人ホームにおける照明設備の更新
（LED化）

30

(株)東海木材相互市
場

愛知県丹羽郡大口町 木材市場におけるバイオマス固形燃料による
化石燃料の代替

240

日進市 愛知県日進市 防犯灯における照明設備の更新（LED化） 160

国立大学法人愛知教
育大学

愛知県刈谷市 大学における照明設備の更新、太陽光発電
設備の導入

40

学校法人中部大学 愛知県春日井市 大学における太陽光発電設備の導入 140

白鳥庭園管理事務所 愛知県名古屋市 公園におけるろ過ポンプへのインバータ制御
の導入

30

(株)靴のホッタ 愛知、三重、岐阜 小売店舗における照明設備の更新（LED化） 60
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中部地区プロジェクト登録実績（２）
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事業者名 事業場所 方法論 ＣＯ２削減量
見込（ｔＣＯ2/年）

(株)伊賀の里モクモク
手づくりファーム

三重県伊賀市 農業用ハウスにおける木質バイオマスによる化
石燃料の代替

40

三重執鬼(株) 三重県鈴鹿市 物流会社におけるBDFによる化石燃料の代替 60

河田フェザー(株) 三重県多気郡明和町 羽毛リサイクル工場におけるボイラーの更新（A
重油→LPG）

50

井村屋(株) 三重県津市 食品工場におけるバイオマス固形燃料の利用
による化石燃料の代替

3,000

国立大学法人三重大学 三重県津市 大学におけるコージェネレーション、太陽光、風
力発電の導入

3,300

七宗町 岐阜県加茂郡七宗町 公共施設における照明設備の更新（LED化） 30

垂井町商工会 岐阜県不破郡垂井町 街路灯における照明設備の更新（LED化） 40

明宝温泉開発(株) 岐阜県郡上市 公衆浴場におけるバイオマス固形燃料による化
石燃料の代替

260

(株)ライクスタカギ 岐阜県可児市 食品工場におけるボイラーの更新（A油→LPG） 120

国立大学法人岐阜大学 岐阜県岐阜市 病院における照明設備の更新（LED化）、ヒート
ポンプの導入

770
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中部地区プロジェクト登録実績（３）
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事業者名 事業場所 方法論 ＣＯ２削減量
見込（ｔＣＯ2/年）

(株)ふくみつ華山温泉 富山県南砺市 宿泊施設におけるヒートポンプの導入（A重油→
電気）

30

立山町 富山県中新川郡立山町 防犯灯における照明設備の更新（LED化） 240

(株 )アース・コーポ
レーション

富山県射水市 工場におけるバイオマス固形燃料による化石燃
料の代替

510

環境開発(株) 石川県金沢市 廃棄物処理工場におけるファンへのインベータ
制御の導入、未利用廃熱の発電利用

520

（以下昨年度事業での支援案件）

ヤマト運送㈱ 愛知県みよし市 物流会社におけるバイオマス液体燃料(BDF)に
よる化石燃料の代替(軽油→BDF)

746

飛騨高山グリーン
ヒート合同会社

岐阜県高山市 温泉施設におけるコージェネレーションの導入
(灯油→木質ペレット)

182

㈱井上工務店 岐阜県高山市 温泉施設におけるバイオマス固形燃料(木質バ
イオマス)による化石燃料の代替 (灯油→木質
チップ)

157

㈱旭工業所 愛知県刈谷市 自動車部品工場における照明設備の更新
(LED化)

87

※中部地区5県（愛知・三重・岐阜・富山・石川）において、J-クレジット制度下（2013年4月～）で
プロジェクト計画を登録した事業一覧（2018年9月時点）
※中部経済産業局のソフト支援事業にて支援した事業を掲載
※国内クレジット制度下からの移行プロジェクトは含んでいない
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中部産ＣＯ２クレジット

20

 中部で作られたクレジットをブランド化、地産地消を進める。

「地域ぐるみの地球温暖化対策」

 クレジット購入者はロゴマークの使用が可能。

 カーボン・オフセット証明書の発行も可能。
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（１）地域活性化のクレジット活用支援
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①活用事案の開拓

平成３０年度中に中部産ＣＯ２クレジットのクレジット活用が見込まれる事業者
であって持続性が高い事案を中心に開拓を行う。

②産学連携によるオフセット商品開発

産学連携によるオフセット商品の開発に関する検討の場を設け、次代を担う
若者の意識啓発や新たな需要の創出につながる活動を行う。

③「中部産ＣＯ２クレジット」事業の運営

中部地域で生まれたクレジットを地域ブランドとして「見える化」し、クレジットの
「地産地消」を進めるため、「中部産ＣＯ２クレジット」を創設し、ウェブ上でのプ
ラットフォームを構築した。同クレジットの管理や無効化等の手続、カーボン・
オフセット証明書の発行等の業務を行う。

④カーボン･オフセットＰＲ大会の開催

Ｊ－クレジット制度の認知度向上をはかるため、カーボン・オフセットをした事
例紹介などの発表をするＰＲ大会を開催する。
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

①活用事案の開拓

22

 Ｊ-クレジットの活用方法と支援内容

• 商品・サービス・イベント・
自己活動などに伴うＣＯ２
排出量を埋め合わせる

カーボン・オフセット

• 排出係数（一定の電力を
作り出す際に排出するＣＯ
２量の割合）を縮小する

温対法 電気事業者
別排出係数調整

• 温対法での排出量調整

• 共同省エネルギー事業の
報告

温対法・省エネ法

での活用

• 排出量目標達成のために
使用

ＡＳＳＥＴ

低炭素社会実行計画

• 再エネ電力代替Ｊ‐クレ
ジット分を再エネ量として
報告

ＣＤＰ質問書

ＲＥ１００

ＮＥＷ！

・排出量算出
・オフセット情報提供
・オフセットＰＲ
・クレジット選択
などに関するアドバイス

・書類記載方法
・クレジット移転
・無効化手続き
などに関するアドバイス

支援内容
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

カーボン・オフセットとは

23

 自分の温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない
量の全部又は一部を、他の場所での排出削減・吸収量でオ
フセット（埋め合わせ・相殺）すること。

 対象は商品・サービス・イベント ・自己活動等。

出所：カーボン・オフセットフォーラム オフセット宣言パンフレット
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

カーボン・オフセットの3ステップ
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事業の
支援対象

出所：カーボン・オフセットフォーラム 資料
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

ＣＯ２削減量・排出量算定支援

25
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

製品・サービス等のCO2削減量・排出量を算定します！

26

■募集要項

実施内容：LCAソフト及びデータベースを活用した製品・サービス等の

CO2排出量算定と結果報告 （結果は算定実施報告書にまとめご報告致します）

応募条件：国内に拠点のある企業、自治体、団体であること（企業規模、業種等は問いません）

算定に必要な、根拠となるデータを提供いただけること

募集件数：30件程度

費用：無料

募集期間：2018年7月1日～2018年12月21日

（募集件数に達した時点で募集を締め切る場合があります。）

※算定は簡易算定となりますので、部品点数が多い製品については算定ができない場合

があります。

※J-クレジット制度の活用支援を目的とした中部経済産業局の委託事業において

(株)ウェイストボックスが実施します。

９月１４日現在 残枠は１０件ほどです。また現在着手中の案件が多いため、
算定作業開始は１１月頃からになります。
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算定対象

世界が認める名古屋出身の‘バルーンアーティスト’山下郁子氏
の作品を展示、15日、16日は夏のアコースティックライブを開催し
、来場者にバルーンアートの展示と夏の音楽イベントを楽しんでも
らう。

開催日時：2018年7月11日（水）～2018年7月16日（月）

各日10：00～20：00（16日は18：00まで）

（事前準備：2018年7月10日（火）9:30 ～19:30）

場 所：ナディア・パーク2F アトリウムイベントスペース

（愛知県名古屋市中区栄3-18-1）

参加人数：来場者延べ1500名程度、運営者（出席者含む） 5名

合計：1505名

27

知って
Measure

ナディアパーク商業施設活性化推進会が主催する
「ナディアパーク Summer Fes2018バルーンいっぱい！フォトジェニックランド」
の開催に伴う温室効果ガス排出量（CO2e：CO2換算排出量）

イベント概要

算定イメージ
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算定結果①

28

知って
Measure

CO2排出量
（kg-CO2）

算定にあたっての考え方

参加者の移動 1,047.6 ・ヒアリング結果より、市内からの若年層が大半であると想定し、移動距離片道15km、交通
手段は、電車と設定した。
・移動距離合計×鉄道の燃料消費率×電気の排出係数により求めた

運営者の移動 17.9 ・ヒアリング結果より、運営者5名のうち、2名は市内から車で移動、残りの3名は市内から電
車で移動する前提で算定した。移動距離はいずれも片道15㎞とした。
・（電車）移動距離合計×鉄道の燃料消費率×電気の排出係数
（車）移動距離合計×乗用車の燃料消費率×ガソリンの排出係数
により求めた。

会場の電力 16.3 ・ヒアリング結果より、開催期間を通しての照明使用時間合計は3時間と設定した。
・会場面積×会場使用時間×1時間・㎡あたりのエネルギー消費量×電気の排出係数
により求めた。
・1時間・㎡あたりのエネルギー消費量には、集会場の平均的数値を利用した。

合計 1,081.8 ≒ 1.1 ton-CO2e

【その他備考】

・算定に用いた方法論：「カーボン・オフセットの対象活動から生じるGHG排出量の算定ガイドライン」

・詳細は別添ヒアリングシート、算定シートをご参照ください。

「ナディアパーク Summer Fes2018バルーンいっぱい！フォトジェニックランド」

の開催に伴う温室効果ガス排出量は、 1.1 ton-CO2e です。

算定イメージ
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算定結果②
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知って
Measure

=

• 1 ton-CO2eは、杉の木約71本が1年間に吸収するCO2量に相当します。
• CO2e排出量の 97％が参加者の移動に伴うエネルギー使用に起因するものとなってい
ます。

• 参加者の移動が電車中心であることから、他の同規模のイベントと比べ、排出量は少な
めであると言えます。仮に参加者の1割が車で来場した場合、イベント全体の排出量は
1.8 ton-CO2eとなり、今回の算定より+66％増となります。

• よって、引き続き、来場者へ公共交通機関利用の徹底を働き掛けていかれることを推奨
いたします。

1 ton-CO2e 

合計 1,081.8kg-CO2e ≒1.1 ton-CO2e 

算定イメージ
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SDGsとは…

持続可能な社会実現のための17のゴールです。

2015年の国連総会にて採択されました。

さらなる削減の糸口

30

減らして
Reduce

合計 1,081.8kg-CO2e ≒1.1 ton-CO2e 

• 97％を占める参加者の移動については、これ以上の削減は難しいと考えられ、その他の
項目で、細かい削減努力を積み上げていかれることをご提案いたします。

• 今回の算定範囲から外した、廃棄物や紙、水の使用量を把握することで、新たな削減に
向けたヒントを得られる可能性があり、お勧めいたします。

• これらの努力を行うことは、国連持続可能な開発目標（SDGs）ゴール7：エネルギーをク
リーンに、ゴール13：気候変動対策につながります。

会場の電力を再エネへ切り替える

※手ごろな切り替え法として、

グリーン電力証書があります。

運営者の車移動を減らす。

引き続き、参加者の公共交通機関利用を徹底。

削減の可能性がある分野

算定イメージ
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カーボン・オフセットとは…

自分の温室効果ガス排出量（CO2など）のうち、

どうしても削減できない量の全部又は一部を、

他の場所での排出削減・吸収量で埋め合わせる

（相殺する）ことです。

カーボン・オフセットは国連や国が推奨する、

温暖化対策の一つです。（SDGs ゴール13に貢献）

カーボン・オフセットのご提案①

⚫ 貴社のCO2排出量をプラスマイナス0にすることができます。

⚫ 加えて、他の場所での削減・吸収活動の支援を通して、貴社の温暖化対策への取組姿勢をアピールす
ることができます。

⚫ 特定の地域や取組を選択し、支援することができます。

⚫ 環境系の企業格付け（CDPなど）や認定制度（エコファースト制度など）で、評価されます。

31

オフセット
Offset

「ナディアパーク Summer Fes2018バルーンいっぱい！フォトジェニックランド」

の開催に伴うCO2e排出量は、 3,000円～30,000円 /2 ton-CO2e（税抜）で、カーボン・オ
フセット（CO2の埋め合わせ、排出量をプラスマイナスゼロに）することができます。
※オフセット量はトン単位で切り上げて計算するため、1.1ton-CO2のオフセット量は2ton-CO2となります。

オフセットのメリット

出典：J-COF HP

算定イメージ
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カーボン・オフセットのご提案②

以下のようなクレジットの調達が可能です。クレジットは1 ton-CO2単位で販売されています。

32

オフセット
Offset

① カーボン・オフセットに使うクレジット（排出権）を決定する
② 無効化手続き（①のクレジットを使用済とする手続き）を行う
③ オフセット完了（オフセット実施報告書、オフセット証書）が発行される

クレジット（排出権）の種類

オフセット手続きの流れ

種類 内容 価格目安（税抜） 備考

削減系
クレジット

工場などに省エネ設備を導入するな
どして作られたクレジット

1,500円/ton-CO2e 全国各地のクレジットを選択
可能

再エネ系
クレジット

太陽光やバイオマスなど再エネを導
入することで作られたクレジット

2,000円/ton-CO2e 全国各地のクレジットを選択
可能。中部地域では、愛知、
岐阜、富山など。

中部産
クレジット

中部地域で作られたクレジットを集
め、ブランド化したもの

1,500円/ton-CO2e ロゴマークの使用が可能

森林系
クレジット

適切な森林管理によりつくられたク
レジット

10,000円～
15,000円/ton-CO2e

全国各地のクレジットを選択
可能。中部地域では、岐阜、
三重、富山、長野など

無効化手続きと報告書・
証書の発行は無料で行わ
せていただきます。クレ
ジット代金のみご負担い
ただくこととなります。

算定イメージ
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

参考：中部産ＣＯ２クレジット

33

 中部地域で創出されたＣＯ２
クレジット（国内クレジット、J‐
クレジットなど）をブランド化

 活用された方はロゴマーク

（右）の使用が可能

 ご希望の方には証明書を発
行
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

２０１７年度活用事例①

34
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

２０１７年度活用事例②

35
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

温対法 電気事業者の排出係数調整

36

 調整後排出係数

実排出量 ＋ FIT調整排出量 － 国内及び海外認証排出削減量等

販売電力量
＝

電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用） －平成27年度実績－ H28.12.27公表

Ｊ－クレジット
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

温対法での活用 排出量の調整①

37

 温暖化対策推進法における記載箇所（第５表の１）
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

温対法での活用 排出量の調整②

38

 省エネルギー法様式第9における記載箇所（第１２表の６の１、２）

・多くの企業は温対法で排出量の規制（キャップ）が無いため利用は少ない
・現状の活用事業者は、高度化法で非化石の電源比率が求められている電気事業者！
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Ｖｅｒ2.1 禁複製
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 省エネ法における届出（別添様式 共同省エネルギー事業の報告）記載箇所

省エネ法での活用

・省エネ法における原油換算1%削減（原単位ベース）には活用できない
・あくまで“共同省エネルギー事業”として報告にとどまるため利用者は少ない！
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

https://japancredit.go.jp/sale/

売り出しクレジット一覧の抜粋（例）

用途：「カーボン・オフセット」を選択

無効化目的：CDP報告に使用する旨を記入
する。
＜例＞AAA株式会社の平成28年度実績分
のCDP報告におけるScope2排出量の算定に
活用するため。

現状、無効化通知書に再エネ量を記載する欄がない為、
Ｊ－クレジット制度事務局より再エネ量を記載した書類が
別途発行される。
（無効化通知書への再エネ量記載欄の追加については
準備中）

再エネ由来のクレジットをCDP質問書やRE100において再エネ量として報告することができます。

①無効化申請

②無効化

ＣＤＰ質問書やＲＥ１００での活用
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Ｖｅｒ2.1 禁複製
41

参考情報
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Ｖｅｒ2.1 禁複製

地球温暖化（気候変動）に関する世界の動き

42

気候変動への関心の高まりを受け、その影響を定量的
に表す「CO2排出量」を把握し、公開する動きが広がる。

• 企業活動全体（サプライチェーン）の排出量を把握、公開
• 商品・サービスの排出量を把握、公開
• イベント・会議の排出量を把握、公開

パリ協定（2015採択） 持続可能な開発目標（2015採択）

温暖化対策の
世界共通長期目標
「2℃目標」に合意

目標13：気候変動
に具体的な対策を 気候変動情報開示プログラム

ESG投資の高まり

国連責任投資原則
（GPIFも2015に署名）
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情報開示の流れ
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＜現状把握＞

Scope1,2,3

排出量把握

＜目標設定＞

ＳＢＴ

排出量削減目標

＜削減活動＞

ＲＥ１００等

排出量削減活動

＜情報開示＞

・排出量情報
・目標設定・達成状況
・削減活動進捗状況

or 自主的な取組 or 自主的な目標

or 自主的な報告

＜国際イニシアティブの一例＞
SBT：企業版2℃目標の設定
RE100：再エネ電力100％での事業運営
EP100：事業のエネルギー効率倍増
EV100：電気自動車への移行
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 国際的非営利団体

 投資家と組み、企業に対し気候変動等へ
の取り組みに関する質問書を送付。回答
をスコアリングし、公開

 署名機関投資家：803機関、運用総資産
額100兆米ドル

 日本企業回答率 57％（283社/500社）、
Aリスト入り13社（住友林業、ソニー、トヨタ、キリン、

小松製作所、三菱電機、コニカミノルタ、富士通、リコー等）

〈情報開示〉ＣＤＰ質問書

44

署名投資機関数、運用資産総額の推移

出典：CDP 気候変動レポート2017：日本版

（署名機関投資家例）



Ｖｅｒ2.1 禁複製
Copyright 2018 wastebox, Inc.

CDP情報開示状況（抜粋）

45CDP気候変動レポート2016：日本版を基にウェイストボックスにて作成

スコア SCOPE1,2,3 外部検証 ＳＢＴ
カーボンプ
ライシング

時
価
総
額
上
位
五
百
社
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〈現状把握〉SCOPE1,2,3 サプライチェーン排出量
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広範囲

スコープ3：サプライチェーンの上下流における排出量

出典：環境省・経済産業省 グリーン・バリューチェーンプラットフォーム
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SCOPE3の15カテゴリー
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ｶﾃｺﾞﾘ 項目 該当する項目

１ 購入した製品・サービス ・原材料、仕入れ商品の調達 ・間接調達（ソフトウェア、備品、資材等）

２ 資本財 ・生産設備の増設

３ エネルギー関連活動 ・エネルギー関連活動

４ 輸送・配送（上流） ・調達物流、出荷輸送

５ 事業から出る廃棄物 ・外部委託の廃棄物

６ 従業員の出張 ・従業員の出張

７ 雇用者の通勤 ・従業員の通勤

８ リース資産（上流） ・自社が賃借しているリース資産の稼働

９ 輸送、配送（下流） ・出荷輸送（荷主輸送）

１０ 販売した製品の加工 ・事業者による中間製品の加工

１１ 販売した製品の使用 ・使用者による製品の使用

１２ 販売した製品の廃棄 ・使用者による製品の廃棄処理

１３ リース資産（下流） ・他社に賃借しているリース資産の稼働

１４ フランチャイズ ・自社が主宰するフランチャイズの加盟者のSCOPE1,2排出量

１５ 投資 ・株式投資、債券投資 ・プロジェクトファイナンス

上
流

下
流
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〈目標設定〉 Science Based Targets（SBT）

 「企業版２℃目標」設定を促す

 国連グローバルコンパクト・CDP・
WWF・WRIが運営

 基準を満たす目標に認定を与える

 認定を受けた目標をHPに公開
（目標設定を宣言し、取組中の企業
名も公開）

 CDP質問書に設問あり

出典：SBT HP（数字は2018年8月28日時点）

認定企業 126社（26社）
コミット企業 338社（37社）
（）内は日本企業数

SBT HPでの公開状況

http://sciencebasedtargets.org/

http://sciencebasedtargets.org/
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〈削減活動〉 RE100
 再エネ電力100％を目指すイニシアチブ

 クライメイトグループ、CDPが運営

 賛同企業 世界131社、日本10社 ※2018年9月14日時点

（リコー、積水ハウス、アスクル、大和ハウス、ワタミ、イオン）

「RE100加盟状況」 出典：RE100 Progress and Insights Report, January 2018 
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オフセットＰＲ大会（開催予定）
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今年度もカーボン・オフセット普及啓発
イベントを企画中です。
詳細固まり次第ご案内いたします。
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ご不明の点、カーボン・オフセットについての詳細情報など
をご希望の場合は、お気軽に以下までお問合せ下さい

株式会社ウェイストボックス
「中部地域活性化に係るJ-クレジット制度活用支援事業」中部経済産業局委託事業者

〒460-0008

名古屋市中区栄3-18-1 ナディアパークデザインセンタービル7階

電話 052-265-5902／FAX 052‐265‐5903

Email info@wastebox.net

担当 鈴木、小川、山本、山森

mailto:info@wastebox.net

